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HITAC L-320/30H,50H文書処理機能
Document Processing FacilitYfor H‖■AC L-320/30H.50H

近年,オフィスオートメーションへの期待が高まっている｡本文吉処理機能は,

文書の作成,保存,更新,配布などペーパーワークを-▲貰して自動化することを目

的として開発された機能で,文書登録機能,似名漢字変換形日本文入力機能,文章

編集･校正機能,図表処理機能及びホストコンピュータデータ交換機能から構成さ

れる｡特に,図表処理機能として,グラフ自動生成機能をもっているので,グラフ

を含む文書の作成が容易である｡また,本文苦処理機能は,オフィスコンピュータ

HITAC L-320/30H,50Hで実現されているので,そのデータ処理機能と合わせ

て利用することにより,オフィスオ【トメーションの推進に広く適用が可能である｡

口 緒 言

欧米諸国では,‾占くからタイプライタが発達し,一般のオ

フィスで,手紙や案内などの一般‾文書の作成に用し､られてい

る｡一方,我が国では,文吉の作成は主に手書きによって行

なわれ,機械による作成は､専門業である新聞社,出版社,

あるいはタイプを専門業とする企業に限られていた｡一般の

オフィスでは,機械による文書作成は,あまり行なわれなか

った｡特に,印刷を必要とする文書の場合には,専門の業者

に依楯して作成が行なわれていた｡この理由は,日本語の文

字がi英字を含み,字の種類が多く,欧米諸国のタイプライタ

のような簡便な入力手段が実用化されなかったためと考えら

れる｡

近年,オフィス業務の効率化が求められるようになり,オ

フィス業務の機械化･自動化への期待が高まってきた1)｡オフ

ィス業務の機械化･自動化は,オフィスオⅦトメーションと

呼ばれており,その推進によって,文書の作成,保存,更新,

検索,配布などのペーパーワークを【一一貫して自動化すること

が要求されている｡

オフィスオートメーションが,現実みを帯びてきた背景と

しては,半導体技術の進歩によるマイクロコンピュータの利

用の拡大,半導体メモリの低価格化,ワイヤドットプリンタ,

インクジェットプリンタ,レーザビーム70リンタなどドット

の組み合わせによI)印刷を行なう非活字形プリンタ技術の向

上が挙げられる｡これらの技術の進歩により,オフィスオー

トメーションシステムに不可欠な,日本喜吾処理あるいはi莫字

処理のハードウェアが,安く実現できるようになったためで

ある2),3)｡

本文善処理機能は,我が国で機械化の遅れている文書処理

の自動化を中心に,オフィスオートメーションの推進を目的

として開発された｡また,本文書処理機能はオフィスコンピ

ュータHITAC L-320/30H,50Hで機能し,データ処理機能

とのデータ交換が可能で,文書の作成のほか,保存,更新,

検索,配布など,ペーパワークが一貫して自動化できるよう

に考えられている｡

以下では,まず,本‾文書処理機能の概要を述べ,次に,本

機能の特長であるイ反名漢字変換形日本語入力の処理機構,編

集･校正方式について論ずるものとする｡
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同 文書処理機能の概要

オフィスコンピュータHITAC L-320/30H,毎OHの文書処

理機能は,以■Fに述べるような特長がある｡

(1)漢字コ【ドは日立漢字情報処理システムKEIS(Kanji

Processi咽ExtendedInformatioIT System)コードに準拠し

ており,JIS第1水準,第2水準の漢字を扱うことができる

こと｡

(2)一般利用者が日本文を容易に入力できるよう,仮名携字

変換形日本語入力方式を採用し,文節分かち書きを基本とす

る柔軟な入力方式を実現したこと｡

(3)用語辞書として,5万語のテーブルウエアが提供される

こと｡

(4)文書の編集･校正を会話的に行なえ,インデント,タブ,

枠空けなどのレイアウト指定ができること｡

(5)グラフ,表を含む文書の作成を容易にするため,同表処

理機能として,グラフ自動生成機能をもっていること｡

(6)稜数文書の切り貼I)が会話形式でできること｡

(7)文書の印刷は,24ドット×24ドットの明朝体であり,文

章と図表とを同時に印刷できること｡

(8)ホストコンピュータとのデ【タ交換機能をもっていること｡

(9)マルチワークステーション構成をとることができ,各ス

テーションで,文吉処理を行なうことができること｡

本‾文書処理寸幾能の概要を図lに,機能のルー覧を表lに示す｡

同 一仮名漢字変換形日本語入力

漢字の入力方法の研究4)が試みられてし-るが,日本語ワード

プロセッシングなど,オフィスで使用されることを想定した

システムでは,入力方式は,(1)仮名漢字変換方式,(2)ペンタ

ッチ方式の2方式が主音克となってきている｡本文書処理機能

では,データ処理機能使用者の慣れという点を考慮し,汎用

の仮名キーボードを用いる(1)の方式を採ることにした｡

3.1 入力方式

汎用の仮名キーボードを用いた入力方式は,(1)ベタ書き5),

(2)分かち書き,(3)字種指定6)の3方式がある｡打鍵者の負担

は(1)が最も少ないが,入力文字列の区切り方が多義になり,

単位語の認定が難しい｡一方は,(3)は指定位置を常に意識す

る必要があり,操作性を損なう｡そこで,文節単位の分かち

書き人力方式とし,発話時の区切りに近い方式とした｡更に,
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図l 分散形オフィス情報システム インテリジェントオフィスワークステーション(HITAC L-320/30H,50H)を中心とする分散形オフィス情報システム

の構築例を示す｡

表l 文書処理機能一覧表 本文善処理機能は,文書書式定義,文章

入力,編集･校正,図表処理,印刷及び伝送の各機能から構成される｡

分 類 機 能

文書書式定義

登 毒黄

文書登録(文書名,作成者,作成日,キーワード.印刷

時のヘッダ,フッタ,備考)

書式登て録(用紙サイズ,単票･連続紙,横書き･縦書き,字

ピッチ,行ピッチ,左右余白.ラインスペーシング,ベ

-ジネーション,禁則処理,J設組み)

文 章 入 力

分かち書きイ反名主美事変換,ローマ字三乗事変換,漢字選択,

ユーザー略語指定,固有名詞入力.コード入力,特殊記

号入力,上つき･下つき文字入力,セーブ･リコール,コピ

-,差込み指定

編集･校正

挿入,削除,訂正,移動,専修飾(アングライン,倍角),

文字列サーチ,一括訂正,フォーマット(タブ.インデ

ント,マージン),センタリング,右そろえ,枠設定,切

り貼り,ページ呼び出L

図 表 処 理
作表,ベクトル図形作成,円グラフ･棒グラフ･折れ線

グラフ自動生成

印 刷 文書印刷(文章及び区l表),ページ印刷,差込み印刷

伝 送 HITAC Mシリーズデータ送受信
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柔軟性を増すために複数文節を続けて入力することも可能に

するとともに,必要に応じて字種の指定ができるようにし,

打鍵者の意図を反映できる方式とした｡この入力方式は,

自立語と付属語の接続分析を基本とする形態素分析による単

位語認識技術により可能となったものであー),本章の以下の

節でその基本的な方式を述べることとする｡汎用仮名キーボ

ードを使用した文節単位分かち書き入力のキー操作の概要は,

次のとおりである｡

(1)文節の読みどおりに仮名入力し,区切りは変換キーで指定

する｡

(2)文節全体を仮名のままとしたいときは,無変換キーを入

力する｡なお,片仮名と平仮名の区別は,シフトによるもの

とした｡

(3)日本語では,名詞の羅列による複合語があるので,変換

方法を指定するキーとして,開始指定キー,漢字指定キー,

固有名詞指定キーを設けた｡

(a)開始指定とi英字指定でく く られた文字列は,自立語だ

けから成ると見なされ,i英字に変換される｡

(例):｢株式会社+を入力したい場合

○読みを入力した後,変換キーを打鍵すると｢株式

か医者+と誤変換される｡

○読みを入力した後,漢字指定キーを打鍵し,その

後変換キーを打鍵すると,正しく変換される｡

(b)開始指定と固有名詞指定にく くられた文字列は,固有

名詞,又は固有名詞に関連する自立語との照合となり,固
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(1)文節分かち書き方式

かんじを▲よういに▲にゆうりょくする｡▲

(2)字種指定方式

かんじ]を>ようい]に>にゅうりょく]する｡▲

(3)分かち書きと字種指定の混在方式

かんじを▲ようい]に>にゆうりょくする｡▲

(4)ローマ字表記
KANJIWO▲YO川州▲NYURYOKUSURU｡▲

(5)複数文節を続けた入力

かんしをよういに▲にゅうりょくする｡▲(2文節連続)

かんじをよういににゅうりょくする｡▲(3文節連続)

注:記号説明 ▲(変換キー),](漢字指定キー);>(無変換キー)

区12 入力方式例 本文書処王里機能での仮名.ローマ字入力例を示す｡

有名詞に変換される｡なお,l古l有名詞の接梓(例えば,｢市+

｢氏+)も固有名詞指定の内部にあってもよい｡

(c)開始指定と無変換にく く られた文字列は,変換され

ない｡

(d)開始指定は,文節の先頭位置,i英字指定の向後,固有

名詞指定の直後では省略することができる｡

(4)仮名入力以外に､ローマ字に入力も可能となっている｡

以上の入力例を,図2に示す｡

3.2 一仮名漢字変換方式

自立語と付属語の接続の規則竹三に着目Lた形態素分析7)▼8)に

よl),入力された仮名文字列を,i更字仮名まじり‾丈に変換し

ている｡変換方式の概要は,図3に示すとおりである｡以下,

その基本的な処理機構を述べる｡

3.2.1文節の定義と形態素分析

文節の1単位は,次のように定義される｡

(〔接頭語〕)♯〔自立語〕(〔接尾語〕)≠(〔付属語〕)*‥‥…‥(1)

ここで♯印は,存存しないことがあることを示し,*印

は,存/一三しないか,又は複数個連続することを示す｡

自立語は,名喜司頬,垂わ詞,形容詞,形容動詞,`副詞,連体

詞,接続詞などである｡形態素という点から,動詞,形容詞,

形容動詞の用言は,

〔語幹〕〔括用語尾〕=……‥……………‥=‥‥‥‥‥……イ2)

の構造をもっている｡また,付属語は,助動詞,助詞などか

ら成る｡ここで,｢に関する_J,｢に対して+は,付属語相当語

として付属語に含めた｡用言以外の語から成る文節は,(1)が

構成形態素列をホしている｡

(1),(2)の構成形態素間には,接続の規則性がある｡すなわ

ち,名詞と肋詞,用言と助動詞,用言の語幹と語尾,付属語

同士には接続の可否が定まっており,遷不多表形式で規則を表

わすことができる｡そこで,この点に着目して,単位語認定

を行ない,イ反名漢字変換機能を実現することとした｡なお,

特殊な場合として数詞文節があり,これは以下のように定義

される｡

(〔冠数詞〕)♯〔数字列〕(〔助数詞〕)♯(〔付属語〕)*‥……･(3)

ここで,冠数詞は,例えば｢第+｢昭和+であり,助数詞は,

｢番目+,｢個+(何個の個)｢年+(何年の年)である｡これは,

序数表現,基数表現,時表現により,冠数詞,助数詞を分業貞

すれば,二接続規則を小さな遷移表にまとめることができ,数

詞文節の認定と変換が可能である｡

本仮名i英字変換では,図3に示すように用語辞書,付属語

表を照合することによr),単位喜吾認完三を行なう｡上記の定義

NO

自立語認定

付属語解析

すべて認定

YES

仮名漢字変換

同音異語選択

用語辞書

付属語表

図3 仮名漢字変換方式 仮名文字列を漢字まじりの日本語文章に変摸

するアルゴリズムを示す〔⊃

から自立語(含む数詞)は用語辞書に,付属語は付属語表に

含めるものとする｡用言は,語幹部だけ自立語として用語辞

書に収蝕し,語尾部は付属語表に収録した｡

3.2.2 自立語の探索照合

前項の定義に従い,仮名‾文字列が人力されると,まず用語

辞書を参照し,自立語候補を得,次に付属語解析をし,文

節認定を行なうものである｡

(1)用語辞書の最長一致探索

自立語候補を得るため,用語辞書の一最長一致探索を行なう｡

この最長一致探索とは,入力仮名文字列の先頭部について再辛

苦収録語の見出しと照合し,一致見出し長さがいちばん長い語

を求め-る自力二言吾候補とする探索照合法をいう｡

(2)用語辞吉の構造

用語辞書中の収録語は,読み見出L,i莫字表記,品詞情報,

頻度情報から成り,最長一致探索を効率よく行なうため,読

み見出し順に配列されている｡したがって,同膏異語は隣接

するようになっている｡用語辞書は,HITAC L-320/30H,

50Hク)同定ディスク上に編成されており,探索時間縮i成のた

め,2段ド皆の探索インデックステーブルをもっている｡辞書

本体はブロックに分∴割され,各ブロックに対するポインタを

含む第2インデ＼ソクステーブルと,読み見出しの先頭文字を

同じくするもののうちの第1番目の語が含まれるブロックに

対するポインタとを定義する第1インデックステーブルであ

る｡なれ 用語辞書には,5万語を超える用語が収録されて

いる｡用語辞書の構造を,図4に示す｡

(3)自立語候補グ)スタック

用語辞書の辞書レコードは,読みの上昇順に配列してあI′),

照合で一致したものは,すべてプッシュダウンスタックにス

タックするものとする｡辞書との照合を終えた時点で,同ス

タックの最上位の語が,最長読みの語となり,以後の付属語

分析の第一の候補となる｡

63



360 日立評論 VOL.63 No.5(198l-5)
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3.2.3 付属語解析による文節の認定

(1)付属語表の構造

付属語表は,付属語を収蝕した単なる辞書ではなく,文節

の定義に従って,文節認定を行なうのに必要とされる形態素

間の接続規則が定義された文法表でもある｡付属語表は,大

きく二つに分けられている｡

(a)インデックステーブル

付属語分類No･,当該分類に属する付属語見出し数,当該分

類に一致する見出しがないときに,アクセスすべき付属語

の分類No･及び付属語デ【タへのポインタが定義されている｡

(b)付属語データ

分類No･を同じくするものが一つにまとめられ,各付属語

に対して,見J一上1しとその長き及び一致時直後に接続できる

付属語の分類No.が定義されている｡

なお,自立語照合への分岐情報は,非一致時のアクセス連鎖付

属語分類No･,又は一致時接続付属語分類No.欄中に,その旨

示され,複数文節処理が可能となっている｡付属語表の構造

を,図5に示す｡

(2)付属語解析

3･2･2グ)自立語の探索照合で得た自立語候補のうち,いちば

ん優先度の高い語の品詞情報を用いて,付属語解析を行なう｡

自立語の品詞番号は,付属語の分類No.に対応するので,_L記

の付属語表を参照し,指定の分類の付属語見出しと照合する｡

照合一致する付属語候補は,自立語と同様スタックするもの

とする()一致する語があるとき,ないとき,それぞれ付属語

表に指示された語類の探索照合を行なうものとする｡付属語

のスタックも,見出し長さ最長の語が最上位となr),次の分

析の第一候補となる｡

(3)文節の認定

入力の仮名文字列が､すべて自立語照合及び付属語解析さ

れた場合,文節認定されたとし,各スタックの最上位語で漢

字変換するものとする｡日立語照合で用語辞書内に全く一致

データがない場合,付属語解析で付属語表内に一致デ】タが

なく,自立語照合の指示もない場合は,その一つ前の月弔合デ

ータのスタックを更新し,文節認定を続けるものとする｡す

べてのスタックが空になったとき,解析不能として仮名のま

ま出力するものとする｡

3.3 システムとしての文章入力機能

3･2節で述べた方式によr),文節単位の分かち書き入力は原

則であるが,複数の文節を区切りなく入力でき,打鍵者のキ

ータッチ数の減少及び区切り記号の入力に対する心理的負担

の減少を可能とした｡また,異品詞の同音異語については白
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図4 用語辞書の構造

仮名言葉字変換処王里で使用

する用語辞書の構造

付属語データ

○ ① ① (∋ (9 ① (∋

? ? ～

○
㊤
①
①

付属語分別0･ (う 見出し長さ

見出し数(当該分掛こ属する□)①見出し

アクセス連嶺付属語分掛α ⑦ 接続付属語分馴0･

付属語データポインタ

図5 付属語表の構造 仮名漢字変換処理の文節認定で使用する付属語

表の構造を示す｡

動選択が可能であり,同音異語数を減少させている｡なお同

品詞同音異語は,会話形式で選択指定する機能で対処可能と

した｡また,用語辞書にない漢字表記譜は,字単位に音,訓

し､ずれかの読みを人力し,表示選択する機能かコード入力機

能で対処可能である｡また,慣用語,文章は,略語化し,少

ないキ【操作で入力可能としている｡これらにより,システ

ムとして操作性が高く,かつ網羅性のある日本語文章入力機

能を実現Lている｡

田 図表入り文書の編集･校正

日本語‾文章の編集･校正機能のほか,文書中の図及び表を

作成する機能として,ベルトル図形生成,作表,円グラフ･

棒グラフ･折れ線グラフ自動生成機能をもっている｡これら

の機能のうち,グラフ自動生成機能は,ビジネスグラフ作成

のために考えられた機能で,数値データからグラフを自動生

成するものである｡図形を作成して文章と合成する手順を図

6に示す｡文章画面状態で,図を挿入する部分に枠を空け,

次に図形画面状態に切り換える｡次に,グラフの数値データ

とグラフの種類を指定すると,グラフを自動生成する｡次に,

グラフ中の説明文などの文章を図に作り込み,完了する｡印

刷では,文章と図形が合成されて出力される｡その印刷例を

図7に示す｡



図6 図形の作成手順 グラフの作成は,文章画面から図形画面への切

換え,数値データ入力,グラフの種菜頁指定,グラフ生成の順に行なわれる｡

l司 結 言

オフィスコンピュータHITAC L-320/30H,50Hで機能す

る文書処理機能について述べた｡本文吉処理機能は,日本語

文書の人力,編集･校正,図表処玉里,保存,印刷,伝送など,

オフィスでのペーパーワークを一貫して自動化する機能をも

っている｡オフィスでの文書を扱う各種業務に適用が可能で
ある｡

オフィスオートメーションに対する期待は,今後,ますま

HITAC L-320/30H,50H文書処理機能 361

日本譜文裔編集もできるオフィスコンピュータ

HITAC l一仙3之0/30打,50ヱの開努

日立製作所においては､オフィスコンピュータ EITAC L-3之0/30H･

50モⅠに専用車ーボード､文雷魚理機構､用語辞音を付加することにより使用できる､

日本語文首題集システムを開発しま

した｡このシステムは､オフィスワ

ークステーションとして､使用可能

でありオフィスオートメーションの

推進に葡力なツ+ルとなるものであ

ります｡このシステムを使用するこ

とにより､文歯作成､管理､検索､

日轟管理､作業管理などにおいて､

オフィス業務の合理†とを推進するこ

とができます｡特艮としては､口本

譜ワードプロセッシング機能､簡易

グラフィック編集機能､データプロ

セッシング機能､ロITAC Mシリ"ズ

サレビス

12%

†1%

づ､戎

l占%

知莞･疎事

コる%

鞍造 2§%

オフィスコンピュータの

座薬別出荷合致比(53)

コンピュータとのデータ交換機能などがあ

ります｡また礫成ハードウェアの特艮としては､マルチワークステーション薦戌が可能

なこと､錦集用簡易グラフ∫ツタディスプレイ機能､⊥下スクロール機能､左右スクロ

ール機能を持つていることです｡

凍システムは､⊥に述べた特長より､スタンドアロン墾としてのみならず､分散地理

指向のインテリジェントターミナル璽としても任用可能です｡また横寺かな混りの日本

語文のカナ漢字響換入力､凝集嶺正に加えて､グラフ尊の簡易グラフィック編集機能を

持っています｡円グラフの作成･編集におい℃は､まず枠空けを行い､東面モードを雷

管します.次に､グラフデータを入力すると､円グラフが自乱作成されます･円グラフ

内にも､髭明何の文革を付加することができ､カナ添字蜜漢人カにより､題字かな混じ

り文とすることができます｡また､印嘲においては､テキストと固形を同時に印字する

ことができ固形の説明文は､テキストとは､独立の印字何輔､行間撫で印威することが

可能です｡

図7 文書作成例 用紙はA4判である｡文書の枠空け部に,グラフ自動

生成機能により作成された図が挿入されている｡

す強くなると考えられる｡オフィスオートメーション支援機

能の拡充のため,今後ともいっそう努力を重ねる考えである｡

終わりに,今回の開発に当たり,御指導と御協力をいただ

いた社内の関係各位に対し,深く感謝する次第である｡
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特集:新しい計算機システム技術とその応用

ⅠⅠⅠ計算機システム基礎技術の動向
第l章 計算機システムの概要
日立製作所 石原孝一郎

電気学会雑誌 川0-1l,21(昭55-1り

最近の計算機システムの動向を四つの面

からとらえて概説する｡

(1)汎用計算機システム

ハードウェアが著しい性能/価格比の向

上を遂げたのに対し,ソフトウェアは大規

模化し,システム価格中に占める比重が増

大した反面,ソフトウェア人口の増加が需

要に追いつかず,ソフトウェア生産技術の

向上が大きくクローズアップされつつある｡

このような流れの中で,ハードウェア,ソ

フトウエア独自の,あるいは両者のトレー

ドオフを図る技術が発展してきた｡物理的

なハードウエア構成とは独立に,論理レベ

ルでのプログラミングを可能にする各種の

仮想化技術(代表例として仮想記憶がある｡)

や,装置及びフロログラムを独立の機能ごと

に階層分割して各単位を作成し,二れを総

合システムにまとめる階層化技術(キャッシ

ュ記憶など),あるいはTSS(Time
Shar-

ing System)の発達に見られるようなマン

マシン性の向上などがソフトウエア生産性

向上に貢献してきた.｡

(2)分散処理システム

性能/価格比について言えば,集中シス

テム有利という常識かマイクロコンピュー

タの出現やハードウエア,ソフトウェアの

モジュラ構成などによって崩れつつある｡

同一センタ内の分散システムとしては,同

一機能の複数処理装置か入力負荷を分担す

る負荷分散システムは古〈から見られるが,

通信機能,データ管理など機能ごとに処理

を分割する機能分散システムもしだいに発

展しつつある｡地域分散システムとしては

従来の入出力(すなわち,端末装置)だけを

分散させたものから,処理機能やファイル

(データ)を分散させたものまで出現しつつ

あり,通信規約の標準化とともに今後ます

ます発展するものと思われる｡

(3)特殊計算機システム

様々な問題向き計算機が研究されている

が,二こでは三つの分野を取り上げた｡

並列計算機は数十台から1万台を超す計

超文論

算機を並列動作させるものであるか,並列

度の高いアルゴリズムとj脆列処理プログラ

ムシステムの開発が今後の発展の鍵を握っ

ているといえる｡高級言語計算機が対象と

する言語も多岐にわたI),処理方式も直接

実行形や-▲度中間言語に落とすものなど様

様であるが,実用には今一歩である｡データ

ベースマシンには大別して,インテリジュン

ト制御装置形とバックエンドプロセッサ形

があり,それぞれに研究開発が進められて

いるが,残された課題も多い｡

(4)信根性(RAS)技術

計算機が社会のあらゆる面で使われるよ

うになるにつれて,その信頼性に対する要

求もますます厳しくなってきた｡誤動作の

検出や誤動作の訂正は,部分的にせよほと

んどの計算械に採用されており,更に高い

信頼度を目指してその他のRAS技術が開

発されつつある｡
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病院における分散形情報処理システム

日立製作所 三巻達夫･干害長英毅

電気学会雑誌 55-11,1062(昭55-1り

日本病院会の昭和50年調査によると,同

会所属病院の24%に当たる1,768の病院がな

んらかの形で計算機を利用している｡主と

して医事関連業務(会計,患者登録など)に

適用されている｡病院により,医事業務処

理及び管理手法が異なり統一的なシステム

は開発しにくい｡一部では次の応用として

診療関連業務に進みつつある｡近年,信根

性,コストの面から機能分散システムが注

目され一部で稼動している｡富山医薬大学

では,医事会計と病歴管理が機能分散され,

千葉大学では,4台3機種の計算機による

ネット構成を実現し,痛歴情報の60%をネ

ット経由他システムから入手している｡病

院業務は医事と診療関連とに分けられるが,

一挙にトータルシステムを構築することは

不可能である｡計算機になじみやすいとこ

ろから構築し,順次拡張,将来のトータル

システムに対処することが必要である｡し

たがって,システムの接続は重要な技術で

あり,またユーザーか使いやすい高級言語

も備えなければならない｡

HOSPINET(HospitalInformationNet-

work)は接続手段を提供する目的で試作さ

れたループ構造をもつマイクロコンピュー

タネットワークである｡伝送速度はツイス

トペアケーブルで最高50kボー,ノード間の

最長は100mである｡マイクロコンピュータ

をノード7Cロセソサとしたため,低価格で

トラフィックの増加に対処できる｡また,

ソフトウェア制御でスルー通信と7rライオ

りティー巡回制御によるメッセージの多レ

ベル優先制御方式を実現し,優れた応答性

を確保できる｡通信フオ【マットは,1フ

レーム256バイトで構成される｡業務分析か

ら特別な場合を除き1フレームでよく,200

種の制御コード(HICULP:HitachiClin-

icalUser LevelProtocol)の中から1コー

ドを選び,添付し伝送する｡

医療ではデータベースの会話利用を行なう

言語が広範囲に使用されているが,HIMEC

lO(CPU:インテル8085)上で動くマイクロ

MUMPS(Micro Computer MUMPS:

Massachussetts GeneralHospitalUtility

Mult卜programming System)として実現し

た｡マイクロコンピュータ装備のため,ジ

ョブ多重処理など省略しているが,ANSI
規格にできる限r)従い性能的に十分実用に

耐えるものである｡

本MUMPSは,他言語で善かれたルーチ

ンを呼び出す粍能を備え,他のファイルの

デlタを読み出し,解析することもできる｡

以上のような分散処理技術は,単に病院

内ばかりでなく地域医療への拡張も検討さ

れている｡

これまでは病院での計算機利用は,一般

産業と比較し遅れていた｡診療という面か

らシステム化か難しいこともあるか,情報

処理装置の低価格化により,事務的作業の

機械化･合理化は,今後いっそう速いテン

ポで進むであろう｡

66




